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一一人工呼吸関連機器.ユーザーのレポー卜

ベアーカブ750VS

ベアーカフi50vs(米国アライト、ヘルスケアープロダ

クツ社製)は、従圧式換気により川泥から新生児まで

呼吸管理ができるIJi尼用人工呼吸器です。フロートリ

ガによる PTV、挨気量測定機能替票準装備。またオ

プションのグラフィックディスプレイにより、気道内

圧、フロー、 l回按気量の3波形、 PV.FVループ

の表示も可能です。今回は、この幸四のべアーカブに

ついているボリュームリミット(VolumeLimit)という

新しL、安全機能にq 、て紹介いたします。

[ボリュームリミットとは

従来の設定コンスタン卜フロー、 JJが~I!及気時間、設定

吸気圧による換気カ始まります。師寺に、恵、児の気管

内チューブに取り内7られている川型のフローセンサ

により、 一回換気量 (吸気)がiPl.民主主れます。測定さ

れる一回換気量が、ボ、リュームリミットの設定値に達

した時は、設定されているl吸気時陪め設定によらず、

直ぐに呼気相に切り替わります 7

[この方式のメリッ卜l

サーファクタン吋支与、患児の叩及状態の改善等に

より肺コンブライアンスが改善されてきた時に、それ

までと同じ吸気圧、吸気時間で換気を続けた場合、一

回換気量の増加、それによる肺の遡彰張、肺組織の過

伸展が心配されます二これを防ぐfめに、頻繁な患児

の在懲害、タイミンクめ良いl吸気圧読むの変更が必要と

されていますの

このボリュームリミット機能で，;t.患児にとって危

険と思われる一回挨長量を設定できますっ測定される

一回換気量(I吸気)が、設定値を下回っている聞は、

従来と全く同じ、タイムサイクルプレァシャーリリー

フ方式による換気対了われますロ 回換気量(吸気)

が設定値に達すると、すぐに呼気に転換しますから、

必要以上に肺を膨鳴きせることがありません。

下記の例は、 JJ市疾，駒、ら改善した1b1合、ボリュームリ

ミット機能の有無による、ピーク且フロー、 一回換

気量の変化を見たtp)ですの肺疾剥犬IL&の値を100九と

した場合、その変イ佳%で表してLますご

|山
Limi tあり | 

1気迫内圧 100% 100九 88%

吸気フロー l肌肌 |l肌 l

-斗一 一一寸 一一寸

100九 i185九 I 114九 i
一一L一一一」二 一一」

肺疾患の改善により、一回換気量ゆ普加が見られます

が、 VolumeLimit機能により、そ(Jj国加は14見と、低く

抑えられていることがわかりますり
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砂肺の過膨張を防ぐ新機能…VolumeLimit。
モニタしている1回換気量が少ない聞は、従来と

同様に従圧式換気。肺コンブライアンスなどの改善

により、 1回換気量が設定値lこまで増加すると自動

的に呼気へ転換し、気道内圧の上昇、肺の過膨

張、気胸を防止します。従来の従圧式換気、吸気圧

上限アラーム、オ

ーノfープレッシ

ヤーリリーフとし、っ

た三重の圧コント

ロール機構に加

え、また一つ最新

の圧制御・安全

機能がベアーカ

ブ、に加わりました。

組 1

BEAR CUB™ 750vs 
小児用人工呼吸器類42イぬおおおFM盟

砂最新テクニックのPTVを標準装備。
フロートリガ方式の採用により、忠児の呼吸仕事量

を軽減。胸腔内圧も低〈抑え、圧損傷の危険性も減り

ました。

惨3波形、ループを表示日JC)します。
呼吸リズム、コンフ。ライアンス、気道抵抗なEの病態の
変イヒも大変わかりやすくなりました。

惨換気量測定により気管内チューブの
折れ曲がり、詰まりなども素早く発見。

砂軽量・小型のフローセンサを採用。

砂内蔵バッテリで30分作動します。
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